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要   旨  

 

高 齢 者 の 生 活 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 携 わ る 作 業 療 法 士

（ 以 下 ， O T R ） に 必 要 な コ ン ピ テ ン シ ー 項 目 を 抽 出 し ， そ の

内 容 的 妥 当 性 を 検 討 す る こ と を 目 的 に ，生 活 期 専 門 家 O T R を

対 象 と し 4 段 階 の デ ル フ ァ イ 調 査 を 行 っ た ． 結 果 ， 第 1 次 調

査 で は 【 専 門 職 と し て の 態 度 】，【 ク ラ イ エ ン ト （ 以 下 ， C L ）

を 中 心 と し た チ ー ム 作 り 】，【 C L 中 心 の 根 拠 に 基 づ く 作 業 療 法

実 践 】，【 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 】，【 O T R 業 務 の 運 営 】，【 地 域 に

根 差 し た 支 援 】，【 地 域 作 業 療 法 発 展 へ の 寄 与 】 の 7 カ テ ゴ リ

6 4 項 目 の 原 案 が 作 成 さ れ ， 第 2 次 調 査 以 降 は ， 中 央 値 と 四 分

位 数 範 囲 な ど で 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 を 確 認 し ， 最 終 的 に コ ン

ピ テ ン シ ー 6 8 項 目 が 同 定 さ れ た ．  

 

キ ー ワ ー ド ： 作 業 療 法 士 ， ( コ ン ピ テ ン シ ー ) ， 高 齢 者 ，  

( 生 活 期 ) ， 地 域  
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は じ め に  

 

我 が 国 で は ， 超 高 齢 社 会 に 対 応 す る 今 後 の 医 療 提 供 体 制 に

よ り ， 在 宅 医 療 ニ ー ズ が 大 幅 に 増 加 す る こ と が 想 定 さ れ て い

る ． よ っ て ， 住 み 慣 れ た 地 域 で 要 介 護 状 態 で あ っ て も ク ラ イ

エ ン ト （ 以 下 ， C L ） が 自 分 ら し く 生 活 で き る 地 域 の 実 現 が 課

題 で あ る 1 ）．  

こ の よ う な 背 景 に お い て ， 日 本 作 業 療 法 士 協 会 （ 以 下 ， O T

協 会 ） は ， 作 業 療 法 士 （ 以 下 ， O T R ） に よ る 地 域 生 活 移 行 ，

地 域 生 活 継 続 支 援 の 推 進 や ，O T R の 地 域 生 活 支 援 ス キ ル 向 上

を 重 点 事 業 の 中 心 に 置 い て い る 2 ) ．  

O T R は ，「 活 動 」 や 「 参 加 」 の 視 点 で C L の 全 体 像 を 診 る こ

と を 期 待 さ れ て い る 専 門 職 で あ る 3 ）． し か し ， 地 域 に お け る

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ 以 下 , リ ハ ） の 現 状 と し て ， 訪 問 ・ 通 所

リ ハ で の 実 践 内 容 は ， 心 身 機 能 に 関 す る プ ロ グ ラ ム が 多 く 活

動 や 参 加 へ の 介 入 が 少 な い と 報 告 さ れ 1 ），O T R の 専 門 性 が 十

分 に 発 揮 さ れ て い る と は 言 い が た い ． こ れ は ， 訓 練 時 間 の 制

約 や C L の ニ ー ズ が 機 能 訓 練 に 傾 い て い る と い う 影 響 に 加 え ，

O T R 自 身 が 作 業 療 法 の 知 識 や 技 術 不 足 を 自 覚 し ，職 域 や 専 門

性 に 悩 む こ と も 主 な 要 因 の １ つ で あ る 4 , 5 ）．   

世 界 作 業 療 法 士 連 盟 （ 以 下 ， W F O T ） は ， O T R の 専 門 的 知

識 お よ び 実 践 基 準 を 示 し 実 践 の 質 を 改 善 さ せ る こ と が 期 待 で

き る コ ン ピ テ ン シ ー を 各 国 独 自 で 開 発 す る こ と を 推 奨 し ， 特

に 地 域 リ ハ に 関 し て は ， 医 療 ケ ア の 増 加 ， 多 職 種 連 携 の 促 進

と い う 観 点 か ら C o m m u n i t y  b a s e d  c o m p e t e n c y の 必 要 性 を 示

し て い る 6 ) ．本 邦 で は ，O T 協 会 が 作 業 療 法 実 践 を 支 え る 基 本

的 枠 組 み を 設 け「 作 業 療 法 ガ イ ド ラ イ ン 実 践 指 針 」7 ) な ど を 作

成 し て い る が ，本 邦 独 自 の O T R の コ ン ピ テ ン シ ー や 生 活 期 リ

ハ に 関 す る 実 践 指 針 を 示 し た 先 行 研 究 は 殆 ど な い ．  

そ こ で ， 本 研 究 で は ， O T R の 地 域 生 活 支 援 ス キ ル を 向 上 さ
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せ る 一 助 と す る た め ，高 齢 者 の 生 活 期 リ ハ に 携 わ る O T R に 必

要 な コ ン ピ テ ン シ ー 項 目 を 抽 出 し ， そ の 内 容 的 妥 当 性 を 検 討

す る こ と を 目 的 と す る ．   

 

方   法  

 

1 ． 用 語 の 定 義  

1 ） コ ン ピ テ ン シ ー  

 コ ン ピ テ ン シ ー 8 ) と は ，専 門 的 技 能 と ，倫 理 的 ・ 社 会 的 ・ 法

的・道 徳 的 責 務 の 認 識 プ ロ セ ス を 実 践 す る 際 に 必 要 な ，知 識 ，

判 断 ， 高 次 の 推 論 ， 個 人 的 資 質 ， 技 能 ， 価 値 お よ び 信 条 を 互

い に 作 用 さ せ な が ら 統 合 し て い く 個 人 の 能 力 で あ る ． 標 準 的

コ ン ピ テ ン シ ー を 構 成 す る 下 位 の コ ン ピ テ ン シ ー は ， 知 識 と

対 人 的 な 能 力 を 統 合 し た も の で ， 公 的 ， 学 問 的 ， 専 門 的 背 景

を も つ .  

2 ） 生 活 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン  

 生 活 期 リ ハ 1 ） と は ， 在 宅 ・ 施 設 を 問 わ ず ， 生 活 機 能 の 低 下

し た 高 齢 者 に 対 し て ，「 心 身 機 能 」，「 活 動 」，「 参 加 」 の 各 要 素

に バ ラ ン ス よ く 働 き か け ， こ れ に よ っ て 日 常 生 活 の 活 動 を 高

め ， 家 庭 や 地 域 ・ 社 会 で の 役 割 を 果 た す こ と な ど で 一 人 ひ と

り の 生 き が い や 自 己 実 現 を 支 援 し て ，Q O L の 向 上 を 目 指 す も

の で あ る .  

 

2 ． 研 究 デ ザ イ ン  

質 的 調 査 研 究 と し て 4 段 階 の デ ル フ ァ イ 法 を 採 用 し た ． デ

ル フ ァ イ 法 は ， コ ン セ ン サ ス メ ソ ッ ド の 一 つ で ， 多 方 面 か ら

専 門 家 の 意 見 ・ 知 見 ・ 経 験 を 集 約 ・ 収 束 さ せ る 調 査 方 法 で あ

る ．「 調 査 − 分 析 − フ ィ ー ド バ ッ ク − 調 査 」 と い う よ う に ， 前

段 階 の 結 果 を 参 加 者 に 情 報 提 供 し ， 熟 慮 を 促 す こ と を 繰 り 返

し な が ら 合 意 形 成 を 図 る ． 意 見 を 集 約 す る 際 ， 参 加 者 間 の 利
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害 を 最 小 限 に で き る こ と か ら ， 確 度 の 高 い 評 価 に 繋 げ る こ と

が 期 待 さ れ て い る 9 , 1 0 ） .   

 

3 ． 対 象 者   

O T 協 会 会 員 を 母 集 団 と し 高 齢 者 の 生 活 期 リ ハ に 携 わ る 専

門 家 O T R（ 以 下 ， 専 門 家 O T R ） を 対 象 と し た ． な お ， 本 研 究

で は ，対 象 者 が 調 査 の 協 力 を 途 中 で 辞 退 し た 場 合 で あ っ て も ，

デ ー タ は 調 査 毎 で 分 析 対 象 と し た ．  

1 ) 第 1 次 調 査 の 専 門 家 基 準 と 対 象 者  

対 象 者 は ， 高 齢 者 の 生 活 期 リ ハ に 関 す る 深 い 知 識 と 幅 広 い

情 報 を 有 す る O T R の 確 保 が 必 要 で あ る た め ，専 門 家 基 準 は 次

の 4 項 目 の う ち い ず れ か 3 項 目 以 上 を 満 た す 者 で あ る こ と を

操 作 的 に 定 義 し た ． 専 門 家 と み な す 経 験 年 数 は ， 技 能 修 得 に

関 す る ド レ イ フ ァ ス モ デ ル 1 1 ）を 参 考 に ，① 生 活 期 リ ハ で の 臨

床 経 験 が 8 年 以 上 と し た ． ま た ② 生 活 行 為 向 上 マ ネ ジ メ ン ト

（ 以 下 ，M T D L P ）熟 練 者 1 2 ) ま た は 実 践 者 研 修 修 了 者 ，③ 高 齢

者 の 生 活 期 作 業 療 法 に 関 す る 学 術 論 文 が あ る ， ④ 高 齢 者 の 生

活 期 リ ハ に 関 す る 講 師 経 験 が あ る と い う 条 件 に 該 当 す る 首 都

圏 在 勤 の O T R を 対 象 と し ，M T D L P の 研 修 会 等 の 協 力 を 得 て

ポ ス タ ー を 配 布 し 公 募 で 募 っ た .   

参 加 協 力 が 得 ら れ た 専 門 家 O T R は 男 性 6 名 で ， 対 象 者 の

O T R 経 験 は 1 1 年 か ら 2 3 年 ，生 活 期 O T R 経 験 は 5 年 か ら 1 5

年 で あ っ た （ 表 1 ）． 所 属 は 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ， 介 護 老 人

保 健 施 設 （ 以 下 ， 老 健 ） が 各 1 名 ， 医 療 機 関 ， 養 成 校 教 員 が

各 2 名 で M T D L P 熟 練 者 は 1 名 で あ っ た ．   

2 ） 第 2 次 調 査 以 降 の 専 門 家 基 準 と 対 象 者  

第 1 次 調 査 の 専 門 家 基 準 で は 該 当 者 が 少 な い と 判 断 し ， 専

門 家 基 準 を 次 の よ う に 変 更 し た ． ① の 臨 床 経 験 は 8 年 か ら 5

年 へ ， ③ で は 学 会 発 表 経 験 ま た は 学 術 論 文 の 何 れ か が 有 る も

の と し ，全 4 項 目 の う ち 何 れ か 2 項 目 以 上 を 満 た す 者 と し た ．
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以 下 ， 第 4 次 調 査 ま で 対 象 は 同 じ で あ る ．  

対 象 者 の サ ン プ リ ン グ は 縁 故 法 を 採 用 し ， 第 1 次 調 査 対 象

者 か ら 知 人 O T R を 紹 介 し て も ら っ た ．M T D L P 熟 練 者 の 抽 出

は O T 協 会 へ 依 頼 し ， 研 究 協 力 依 頼 書 の 郵 送 は 筆 頭 著 者 が 行

っ た ． い ず れ も 研 究 協 力 へ の 同 意 が 得 ら れ る 場 合 は ， E メ ー

ル に て 筆 頭 著 者 へ 直 接 返 信 を 依 頼 し た ．  

質 問 紙 は ， 協 力 が 得 ら れ た 第 １ 次 調 査 対 象 者 6 名 ， そ の 紹

介 で 筆 頭 著 者 に 直 接 返 信 の あ っ た 4 3 名 ， M T D L P 熟 練 者 1 9

名 の 計 6 8 名 に 郵 送 し た ． 返 信 が あ っ た 5 8 名 （ 回 収 率 8 5 ％ ）

に お い て ， 専 門 家 基 準 に 該 当 し な い 5 名 と 欠 損 値 が あ っ た 1

名 を 除 外 し た 5 2 名 を 有 効 回 答 と し た ．対 象 者 の 内 訳 は ，男 性

3 6 名 ，女 性 1 6 名 で ， 平 均 年 齢 は ， 3 9 . 6 ± 8 . 7 歳 ，O T R 経 験 は

平 均 1 5 . 8 ± 8 . 2 年 ，生 活 期 O T R 経 験 は 平 均 9 . 9 ± 5 . 1 年 で あ っ

た ． 対 象 者 は 1 8 都 府 県 の O T R で あ り ， 老 健 所 属 が 1 8 名 と

最 多 で M T D L P 熟 練 者 は 1 5 名 で あ っ た （ 表 2 ）．  

 

4 ． 調 査 方 法  

第 1 次 か ら 第 4 次 調 査 の 概 要 と フ ィ ー ド バ ッ ク ま で の 手 順

を 図 1 に 示 す ．  

1 ） 第 1 次 調 査  

第 1 次 調 査 で は ， 質 問 紙 作 成 を 目 的 と し て F o c u s  G r o u p  

I n t e r v i e w  ( 以 下 ， F G I ) を 行 っ た 1 3 ) ． 対 象 者 に は ， 事 前 に コ ン

ピ テ ン シ ー に 関 す る 説 明 を 行 い 「 高 齢 者 の 生 活 期 リ ハ に 携 わ

る O T R に 必 要 な コ ン ピ テ ン シ ー と は 何 か 」を イ ン タ ビ ュ ー ガ

イ ド と し て 非 構 造 化 面 接 に て デ ー タ を 収 集 し た .  フ ァ シ リ テ

ー タ ー は ， 集 団 面 接 で の フ ァ シ リ テ ー タ ー 経 験 と 質 的 研 究 経

験 が あ り ， 研 究 趣 旨 を 理 解 し て い る O T R １ 名 に 依 頼 し た ． イ

ン タ ビ ュ ー は 約 1 2 0 分 で ， 対 象 者 の 同 意 を 得 て 録 音 し た .  

2 ） 第 2 次 調 査  

第 1 次 調 査 結 果 を 基 に 作 成 し た 質 問 紙 （ 原 案 ） を 用 い ， 第
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2 次 か ら 第 4 次 に わ た り 調 査 を 実 施 し た ．質 問 紙 は 6 件 法（ 1：

全 く 必 要 で な い 〜 6： 非 常 に 必 要 ） で 回 答 を 求 め た ． ま た ， 原

案 を 補 填 す る た め ， 自 由 記 述 欄 を 設 け ， 質 問 項 目 以 外 に 必 要

と 考 え ら れ る 内 容 に つ い て 全 国 の 専 門 家 O T R に 回 答 を 依 頼

し 意 見 を 収 集 し た ．  

返 送 期 間 は 概 ね 2 週 間 と し 期 日 を 設 け て 返 送 を 依 頼 し た 1 0 ）．

第 2 次 調 査 で は 対 象 者 6 8 名 に 質 問 紙 を 郵 送 し ， 返 信 を も っ

て 第 3 次 調 査 へ の 参 加 同 意 が 得 ら れ た と す る こ と を 書 面 で 説

明 し た ．  

3 ） 第 3 次 調 査  

対 象 者 は 第 2 次 調 査 の 有 効 回 答 者 5 2 名 で ， 第 2 次 調 査 後

に 修 正・追 加 を 行 っ た 計 7 0 項 目 の 質 問 紙 を 郵 送 し た ．こ の 際 ，

第 2 次 調 査 結 果 を 参 照 で き る よ う ， 質 問 紙 に は ， 各 項 目 の 選

択 肢 ご と の 人 数 も 示 し た ． 対 象 者 に は ， 第 4 次 調 査 へ の 研 究

協 力 依 頼 を 書 面 で 説 明 し 返 答 を 求 め た ．  

4 ） 第 4 次 調 査  

対 象 者 は ， 第 3 次 調 査 回 答 者 5 0 名 の う ち 同 意 が 得 ら れ た

4 9 名 と し た ．第 2 次 調 査 結 果 に よ り 修 正・追 加 を 行 っ た 計 1 2

項 目 へ の 回 答 を 求 め ， 第 3 次 調 査 結 果 を 参 照 で き る よ う に 質

問 紙 を 作 成 し 郵 送 し た .  

5 ） フ ィ ー ド バ ッ ク  

フ ィ ー ド バ ッ ク と し て ， 同 定 さ れ た 7 カ テ ゴ リ 6 8 項 目 の

コ ン ピ テ ン シ ー 項 目 （ 案 ）（ 表 3 ） を 郵 送 し 調 査 を 終 了 し た .  

 

5 ． 分 析 方 法  

1 ） 第 1 次 調 査  

F G I の デ ー タ は ， 質 的 デ ー タ 分 析 法 1 4 ） を 参 考 に 分 析 し た .

逐 語 録 を 作 成 後 ，O T R の コ ン ピ テ ン シ ー 項 目 に 関 す る 内 容 を

一 つ の 記 録 単 位 と し て コ ー ド 化 し １ 枚 の ラ ベ ル に 転 記 し た .

分 析 は 2 段 階 か ら な り ， ま ず ， 各 ラ ベ ル の コ ン ピ テ ン シ ー の
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要 素 を 確 認 す る た め ， W F O T が 設 け て い る 5 つ の コ ア ・ コ ン

ピ テ ン シ ー の 枠 組 み （ ① 管 理 ， 自 律 性 ， 説 明 責 任 ， ② 専 門 職

と し て の 関 係 作 り ，③ 専 門 職 と し て の マ ネ ジ メ ン ト ，④ 知 識 ，

理 解 ，技 術 の 基 礎 ，⑤ 患 者 / C L へ の ア セ ス メ ン ト ，治 療 実 践 ，

評 価 ） ６ ） に 全 ラ ベ ル を 照 合 し 整 理 し た ． 次 に ， 全 ラ ベ ル の 意

味 特 性 を 推 論 し て 文 脈 上 同 義 と み な せ る も の を 帰 納 的 に カ テ

ゴ リ 化 し た ． 表 4 に は ， コ ン ピ テ ン シ ー 項 目 お よ び カ テ ゴ リ

を 作 成 す る ま で の 例（【 C L を 中 心 と し た チ ー ム 作 り [ 家 族 と の

繋 が り の 形 成 ] 】） を 示 す ．  

2 ） 第 2 次 調 査 か ら 第 4 次 調 査  

デ ル フ ァ イ 法 に お け る 回 答 グ ル ー プ の 同 意 基 準 は ， 研 究 者

に よ り 様 々 で あ る 1 3 ) ． 本 研 究 で の 同 意 基 準 は ， 6 件 法 で 回 答

を 得 た 各 項 目 の 中 央 値 （ M E D ）， 四 分 位 範 囲 （ I Q R ） を 求 め ，

① M E D が 5 . 0 以 上 ， ② I Q R が 1 . 0 以 下 で ， ③ L i k e r t  s c a l e（ 以

下 ，L S ）で 5 と 6 の 合 計 が 全 体 の 7 5 ％ 以 上 の 3 つ 全 て に 合 致

す る こ と と し た ．  

第 2 次 ， 第 3 次 調 査 で は 質 問 項 目 の 回 答 の 他 ， 項 目 名 へ の

修 正 案 や 自 由 記 述 を 抽 出 し ， 筆 者 間 で 検 討 し 分 析 し た ．  

 

6 ． 倫 理 的 配 慮  

対 象 者 に は ， 口 頭 も し く は 文 書 に よ り 研 究 の 目 的 や 方 法 を

説 明 し た ． 研 究 へ の 参 加 は 任 意 で あ り 途 中 で 辞 退 で き る こ と

を 保 証 し ， 対 象 者 が 特 定 で き な い よ う 匿 名 性 の 確 保 に 留 意 し

た ．な お ，本 研 究 は ，平 成 2 6 年 度 首 都 大 学 東 京 荒 川 キ ャ ン パ

ス 研 究 安 全 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 承 認 番 号

1 4 1 1 0 ）．  
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結   果  

 

1 ． 第 1 次 調 査  

F G I で 収 集 し た デ ー タ は 2 3 8 の ラ ベ ル に 整 理 さ れ ， 下 記 の

7 カ テ ゴ リ に 5 つ の サ ブ カ テ ゴ リ を 含 む コ ン ピ テ ン シ ー 6 4 項

目 が 抽 出 さ れ た ． な お ， 質 問 紙 の カ テ ゴ リ は 【 】， サ ブ カ テ ゴ

リ は [ ] ，項 目 は「 」，項 目 数 を（ ）内 に 示 し た ．カ テ ゴ リ は【 専

門 職 と し て の 態 度（ 1 0 ）】，【 C L を 中 心 と し た チ ー ム 作 り（ 1 5 ），

[ 家 族 と の 繋 が り の 形 成 （ 6 ） ] ， [ 多 職 種 や 関 係 機 関 と の 連 携

（ 9 ） ] 】，【 C L 中 心 の 根 拠 に 基 づ く 作 業 療 法 実 践 （ 2 0 ）， [ ア セ

ス メ ン ト （ 5 ） ] ， [ 目 標 設 定 （ 6 ） ] ， [ 介 入 と 実 施 （ 9 ） ] 】，【 リ

ス ク マ ネ ジ メ ン ト （ 6 ）】，【 O T R 業 務 の 運 営 （ 5 ）】，【 地 域 に 根

差 し た 支 援 （ 4 ）】，【 地 域 作 業 療 法 発 展 へ の 寄 与 （ 4 ）】 で あ っ

た ．  

こ れ ら を 基 に 質 問 紙 （ 原 案 ） を 作 成 後 ， 文 章 表 現 な ど の 表

面 的 妥 当 性 を 検 討 す る た め ， 第 1 次 調 査 対 象 者 と 同 様 の 条 件

を 満 た す 専 門 家 O T R 2 名 に プ レ テ ス ト を 実 施 し ， 得 ら れ た 意

見 を 参 考 に 質 問 紙 （ 原 案 ） を 修 正 し た ．  

 

2 ． 第 2 次 調 査  

第 2 次 か ら 第 4 次 調 査 ま で の 結 果 を 表 5 に 示 す ． 第 2 次 調

査 で 同 意 が 得 ら れ た 項 目 は ， 6 4 項 目 中 5 6 項 目 で あ っ た ． そ

の う ち 次 の 5 項 目 ( N o 6 , 2 3 , 3 0 , 3 1 , 3 3 ) に は 項 目 名 の 修 正 を 求 め

る 記 述 が あ っ た ． N o 6 は 誰 に 対 す る も の か 曖 昧 で あ る と い う

記 述 よ り ， 文 頭 に “ 関 わ る 人 に 対 す る ” を 追 加 し た （ N o 6 ① ）．

N o 2 3 は「 状 況 に 応 じ て ，高 齢 化 し た 家 族 を は じ め と す る 多 問

題 家 族 を C L と み な す （ N o 2 3 ① ）」 に 修 正 し ， [ 家 族 と の 繋 が

り の 形 成 ] へ 移 動 し た ． N o 3 0 で は ， 家 屋 評 価 と 福 祉 用 具 の 選

定 は 必 ず し も 並 行 し て 行 わ れ る も の で は な い と い う 記 述 よ り ，

「 障 害 や 住 環 境 の 多 様 性 に 対 応 し た 家 屋 評 価 を す る （ N o . 3 0
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① ）」 と 「 適 切 に 福 祉 用 具 の 選 定 を す る （ N o 3 0 ① ）」 と 「 適 切

に 福 祉 用 具 の 選 定 を す る （ N o 3 0 ② ）」 に 分 け た ． N o 3 1 は ， 協

働 関 係 の 構 築 以 前 に 合 意 形 成 が 必 要 で あ る と い う 記 述 よ り ，

「 C L の 希 望 と 折 り 合 い を つ け な が ら ，根 拠 の あ る 目 標 を 共 有

す る （ N o 3 1 ① ）」 へ 修 正 し た ． N o 3 3 は ， “ 作 業 ” と “ 生 活 行 為 ”

の 用 語 の 定 義 が 不 明 確 で あ る と い う 記 述 よ り「 C L が 望 む 生 活

行 為 に 繋 が る 目 標 を 設 定 す る （ N o 3 3 ① ）」 に 修 正 し ， 第 3 次

調 査 の 質 問 紙 に は 最 終 的 に 全 項 目 で “ 作 業 ” を “ 生 活 行 為 1 0 ）” に

統 一 す る こ と を 記 載 し た .  

一 方 ，同 意 が 得 ら れ な か っ た の は 8 項 目（ N o 1 1 , 2 4 , 2 5 , 4 4 , 5 4 ,   

5 9 , 6 1 , 6 3 ）で あ っ た ．そ の う ち 項 目 名 の 修 正 案 が あ っ た の は ，

N o 2 5「 チ ー ム の 機 能 状 態 を 俯 瞰 的 に み る こ と が で き る 」 の １

項 目 で ，O T R は チ ー ム を 俯 瞰 的 に み る だ け で な く マ ネ ジ メ ン

ト 能 力 が 必 要 で あ る と い う 記 述 よ り 「 チ ー ム の 機 能 状 態 を 包

括 的 に み て マ ネ ジ メ ン ト を す る （ N o 2 5 ① ）」 へ 修 正 し た .  

自 由 記 述 は ， 意 味 特 性 で 整 理 し ， 新 規 5 項 目 （ N o 6 5 〜 6 9 ）

を 質 問 紙 に 追 加 し た ． N o 6 5 「 C L の 表 情 や 態 度 を み な が ら コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 」 は 【 専 門 職 と し て の 態 度 】 に 追 加

し ， N o 6 6 「 価 値 あ る 生 活 行 為 に C L が 気 づ く プ ロ セ ス を 支 援

す る 」，N o 6 7「 基 礎 医 学 や 薬 学 ，栄 養 学 に 関 す る 知 識 を も つ 」，

N o 6 8 「 予 後 予 測 の 観 点 を も つ 」， N o 6 9 「 終 末 期 の 支 援 に 関 す

る 知 識 が あ る 」 の 4 項 目 は [ ア セ ス メ ン ト ] に 追 加 し た .  

 

3 ． 第 3 次 調 査  

対 象 者 5 2 名 の う ち 5 0 名 よ り 質 問 紙 の 回 答 を 得 た （ 回 収 率

9 6 ％ ）． 同 意 が 得 ら れ た 項 目 は ， 7 0 項 目 の う ち 追 加 項 目 を 全

て 含 む 6 6 項 目 で あ っ た ． N o 5 , 2 6 , 4 6 , 4 9 の 4 項 目 で は ， 同 意

率 が 1 0 0 ％ で あ っ た ． 第 2 次 調 査 で は 同 意 が 得 ら れ ず ， 第 3

次 調 査 で 同 意 が 得 ら れ た 項 目 は N o 4 4 , 5 4 , 5 9 の 3 項 目 で あ っ

た .  
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第 2 次 調 査 同 様 に 同 意 が 得 ら れ な か っ た の は ，

N o 1 1 , 2 4 , 6 1 , 6 3 の 4 項 目 で あ っ た ． こ の 結 果 を 筆 者 間 で 検 討

し N o 1 1 , 2 4 は 除 外 し た が ， N o 6 1 , 6 3 は 地 域 作 業 療 法 に 従 事 す

る O T R に と っ て 必 要 な 項 目 で あ る と 判 断 し 採 用 し た ．第 3 次

調 査 で は ， 文 言 の 修 正 を 求 め る 意 見 や 新 た な 自 由 記 述 は な か

っ た .  

 

4 ． 第 4 次 調 査  

同 意 の な い 1 名 を 除 い た 対 象 者 4 9 名 中 4 3 名 よ り 返 信 が あ

り （ 回 収 率 8 8 ％ ）， 調 査 1 2 項 目 全 て に 同 意 が 得 ら れ た ．  

 

考   察  

 

1 ． 調 査 法 の 妥 当 性  

デ ル フ ァ イ 法 で は ， 専 門 家 の 設 定 と 選 定 が 結 果 の 信 頼 性 を

確 保 す る た め に 重 要 で あ る 1 5 ) ． 本 研 究 で は ， 専 門 家 O T R の

具 体 的 な 選 定 基 準 を 設 定 し た う え で ，そ れ ら を 満 た す 1 8 都 府

県 の 専 門 家 O T R の 協 力 が 得 ら れ た ．生 活 期 リ ハ で は ，地 域 に

よ っ て サ ー ビ ス の 供 給 体 制 や 質 に 格 差 が あ る と い う 課 題 が あ

る が 1 6 ）， 本 調 査 で は ， 郵 送 法 を 用 い た こ と で 1 8 都 府 県 の 限

ら れ た 範 囲 で は あ る が ， 各 地 域 サ ー ビ ス 供 給 体 制 や 質 を 反 映

さ せ た 意 見 が 集 約 さ れ た と 考 え ら れ た ． ま た ， 効 果 的 な 調 査

回 数 と し て 推 奨 さ れ て い る 3 段 階 以 上 の 調 査 を 実 施 し ， 回 収

率 に お い て も 第 2 次 調 査 で は 8 5 ％ , 第 ３ 次 調 査 で は 9 6 ％ , 第 ４

次 調 査 で は 8 8 ％ と 全 調 査 で 7 0 ％ 以 上 1 3 ） を 確 保 で き た こ と よ

り 各 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 を 高 め ら れ た と 考 え る .  

 

２ ． 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 に つ い て  

 結 果 よ り ，修 正 ・ 追 加 項 目 を 含 む 7 0 項 目 の う ち ，項 目 採 用

基 準 を 満 た し た 6 6 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ た . ま た ，
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N o 2 , 3 , 5 , 6 ① , 1 4 , 1 8 , 2 6 , 3 3 ① , 4 1 , 4 6 , 4 9 , 6 6 , 6 8 の 1 3 項 目 は ， ２

段 階 の 調 査 に わ た り M E D 6 . 0 ，I Q R 1 . 0 以 下 ，L S 9 6 ％ 以 上 の 結

果 で あ り 内 容 的 妥 当 性 が 高 い と 考 え ら れ た ．  

 

３ ． 各 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 に つ い て  

 結 果 よ り ，修 正 ・ 追 加 項 目 を 含 む 7 0 項 目 の う ち ，項 目 採 用

基 準 を 満 た し た 6 6 項 目 の 内 容 的 妥 当 性 が 確 認 さ れ た . そ の な

か で ， 第 2 次 ， 第 3 次 調 査 の 各 調 査 で 共 に 必 要 性 が 高 い と 判

断 さ れ た の は ， N o 2 , 3 , 5 , 6 ① , 1 4 , 1 8 , 2 6 , 3 3 ① , 4 1 , 4 6 , 4 9 , 6 6 , 6 8 の

1 3 項 目 で あ っ た ．   

 特 に N o 2 6 「 C L の 語 り を 傾 聴 し 自 宅 生 活 へ の 思 い や ニ ー ズ

を 確 認 す る 」 は ， 6 6 項 目 の 中 で 必 要 性 が 最 も 高 い と 判 断 さ れ

た ． こ の 背 景 と し て ， C h r i s t i a n s e n ら 1 7 ) は ， O T R が C L の

p e r s o n a l  s t o r y を 傾 聴 す る こ と か ら 作 業 療 法 を 開 始 す る こ と

で 「 し た い こ と や 必 要 な も の 」 な ど の 気 付 き を 促 し な が ら ，

そ う い っ た 意 志 を 引 き 出 す こ と が で き ， C L の 語 り の 傾 聴 は ，

対 話 や 観 察 す る こ と か ら 得 ら れ る よ う な 情 報 だ け で な く ， C L

の 過 去 ，現 在 ，未 来 と い う 生 活 史 を 背 景 と し た ， C L の 問 題 点

や 人 生 の 意 義 を 十 分 に 理 解 で き る 手 段 と な る と 述 べ て い る ．

し た が っ て ， O T R に は C L の 介 入 目 標 を 知 り ， 協 業 し て い く

た め に 語 り を 傾 聴 す る と い う ア セ ス メ ン ト 技 術 が 重 要 で あ る

と 考 え ら れ た ．   

 次 に ， N o 1 4「 家 族 と 協 業 で き る よ う 分 か り や す い 説 明 を す

る 」や ，「 N o . 1 8  他 職 種 が 分 か り や す い よ う に 情 報 伝 達 の 方 法

を 工 夫 す る 」 で は ， 一 貫 し て 項 目 の 必 要 性 が 高 い こ と が 確 認

さ れ た ． こ の こ と か ら ， 対 象 者 は ， 情 報 を 伝 え る 相 手 に 応 じ

て 理 解 し や す い 言 葉 を 選 択 し ， 分 か り や す く 伝 達 す る た め の

対 話 力 が 必 要 で あ る と 考 え て い る こ と が 示 唆 さ れ た .  そ の た

め に は ，C L の 家 族 も C L に 含 ま れ る と い う こ と を 認 識 し ，C L

に 関 わ る 専 門 職 が ，C L に 対 し て ど の よ う な 役 割 と 責 任 を 担 っ
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て い る か に つ い て ，O T R 自 身 の 役 割 と 責 任 と の 関 連 で 理 解 し

て お く こ と が 重 要 で あ る と 考 え る ． ま た ， 生 活 期 に お け る 多

職 種 連 携 は ，医 療 機 関 の よ う な 同 施 設 内 で の 連 携 と は 異 な り ，

多 施 設 間 で の 連 携 で あ る こ と ，C L ご と に 新 た な チ ー ム を 異 な

る 法 人 に 所 属 す る 専 門 職 で 編 制 す る こ と ， 連 携 対 象 が 福 祉 職

や 介 護 職 ， 行 政 職 ま で 拡 大 す る こ と を 特 徴 と す る 1 8 ) ． そ の た

め ， 連 携 形 態 は 複 雑 化 し 伝 達 手 段 も 多 様 化 す る こ と か ら ， 地

域 ご と に 情 報 伝 達 の 在 り 方 を 検 討 し 確 立 し て 行 く こ と も 必 要

で あ ろ う .  

 さ ら に N o 4 6「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 知 識 が あ る 」や

N o 4 9 「 C L の 居 住 環 境 に お け る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト を す る 」

で は ， 最 終 的 に 対 象 者 全 員 が 必 要 性 は 高 い と 判 断 し た ． 生 活

期 で は ， 病 院 の 延 長 線 上 と し て の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト と は 異

な り ， 医 師 の よ う な チ ー ム リ ー ダ ー は 不 在 で あ る ． 通 所 や 訪

問 な ど C L の 生 活 に 近 い 環 境 に な る ほ ど 医 療 情 報 は 不 足 す る ．

し た が っ て ，C L の 居 室 に 単 独 で 訪 問 す る こ と の 多 い O T R が ，

C L の 変 化 に 気 づ き ，そ の 変 化 に 対 応 す る た め の 医 学 的 ・ 保 健

衛 生 的 な 知 識 や 技 術 を 備 え る こ と は 必 須 で あ る と 考 え ら れ た .

ま た ， リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 視 点 に は ， ① 事 故 防 止 ， ② 生 活

へ の マ イ ナ ス 影 響 と い う 2 点 1 6 ) が 報 告 さ れ て い る ．本 研 究 の

対 象 者 も ，C L の 安 全 性 と 自 立 度 の バ ラ ン ス を 考 慮 し た 能 力 評

価 を 行 う た め の 知 識 や 技 術 が 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え て い る

こ と が 明 ら か と な っ た .  

 ま た ，第 ３ 次 お よ び 第 ４ 次 調 査 に お い て ， L S が １ つ 前 の 調

査 結 果 よ り 1 0 ％ 以 上 向 上 し た の は ４ 項 目 （ N o 2 2 , 5 2 , 5 9 , 6 3 ）

で あ っ た ． こ れ ら は ， 対 象 者 が 前 調 査 の 結 果 を 受 け 熟 考 し た

項 目 で あ る と 考 え ら れ る ． そ の う ち 最 も 影 響 を 受 け た 項 目 は

N o 2 2「 福 祉 職 に リ ハ の 視 点 が 浸 透 す る よ う な 働 き か け を す る 」

で あ っ た ．こ れ は 対 象 者 が ，O T R  の 知 識 や 技 術 を 福 祉 職 へ 伝

達 し ，C L の 能 力 を 最 大 限 に 活 か す よ う な ケ ア に 繋 げ て も ら う
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よ う に 働 き か け る こ と の 必 要 性 に つ い て 再 考 さ せ ら れ た も の

と 示 唆 さ れ た ．宇 佐 美 ら 1 9 ) は ，O T R が 介 護 職 と 共 有 し た い 情

報 の １ つ に ，「 O T R の 視 点 や 支 援 方 法 を 介 護 職 に 伝 え た い 」

を 挙 げ て お り 本 項 目 と 一 致 す る 内 容 で あ っ た ． ま た ， 介 護 職

は 利 用 者 の 支 援 方 法 や 状 態 ・ 能 力 ， リ ハ ビ リ メ ニ ュ ー な ど の

情 報 を O T R に 求 め て い る と 報 告 さ れ て い る ． し た が っ て ，

O T R は 支 援 方 法 な ど の 情 報 を 施 設 内 外 の 福 祉 職 が 理 解 出 来

る よ う に 伝 達 方 法 を 工 夫 す る こ と が 重 要 で あ る . ま た ，ケ ア の

な か に 生 活 に 根 ざ し た リ ハ を 定 着 さ せ る た め ， 支 援 情 報 の シ

ス テ ム 化 に つ い て も 他 職 種 と 協 働 し な が ら 検 討 し て い く こ と

も 重 要 で あ ろ う .    

 一 方 ， N o 6 3 「 地 域 作 業 療 法 学 関 連 の 効 果 研 究 に 取 り 組 む 」

は ， 前 調 査 よ り 1 0 ％ 以 上 の 向 上 を 認 め た が ， 最 終 的 に 同 意 基

準 を 満 た さ ず 除 外 対 象 で あ っ た ． し か し ， 諸 外 国 の 多 く は ，

研 究 に 関 す る 項 目 を コ ン ピ テ ン シ ー と し て 挙 げ て い る 6 ） . 例

え ば ，E u r o p e a n  N e t w o r k  o f  O c c u p a t i o n a l   T h e r a p y  i n  H i g h e r  

E d u c a t i o n で は “ R e s e a r c h  a n d  d e v e l o p m e n t  i n  o c c u p a t i o n a l  

t h e r a p y / s c i e n c e ” を ， ア メ リ カ で は “ R e s e a r c h ” を O T R の 主 要

な コ ン ピ テ ン シ ー と し て 位 置 づ け て い る ． 本 邦 に お い て も ，

O T R の 『 職 業 倫 理 指 針 』 2 0 ) 第 １ 項 の 「 専 門 領 域 技 術 の 向 上 ・

開 発 」 で は ， O T R に は 自 ら 行 っ た 実 践 や 研 究 を つ ね に 吟 味 し

検 証 し 直 す こ と な ど に 努 め る 必 要 が あ り ， こ れ が 作 業 療 法 の

発 展 と 作 業 療 法 学 の 構 築 に 貢 献 す る こ と が 期 待 さ れ て い る と

明 記 し て い る . し た が っ て ，N o 6 3 は O T R の コ ン ピ テ ン シ ー と

し て 必 要 な 項 目 で あ り 適 切 で あ る と 判 断 し 採 用 し た ．し か し ，

今 回 の 結 果 が ，生 活 期 の 専 門 家 O T R か ら 得 ら れ た も の で あ る

こ と を 考 慮 す る と ，生 活 期 O T R が 介 入 効 果 を 示 す こ と や 研 究

に 取 り 組 む こ と に 関 す る 職 業 倫 理 上 の 意 識 に つ い て は ， 高 い

と は い え な い こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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４ ． コ ン ピ テ ン シ ー 構 成 要 素 か ら み た 生 活 期 の コ ン ピ テ ン

シ ー  

W F O T が O T R の コ ン ピ テ ン シ ー に つ い て 図 ２ 6 ) で 表 し て い

る よ う に ， O T R は 各 国 独 自 の 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 制 度 や 社 会 的

な 〈 背 景 〉 に 基 づ き ， 医 療 機 関 や 福 祉 施 設 ， 地 域 な ど の 〈 環

境 〉 に コ ン ピ テ ン シ ー を 適 応 さ せ な が ら 実 践 で 発 揮 す る こ と

を 期 待 し て い る ．〈 専 門 的 コ ン ピ テ ン シ ー 〉が ，O T R が 備 え る

基 本 的 実 践 能 力 と し て 表 さ れ る 〈 一 般 的 コ ン ピ テ ン シ ー 〉 に

包 含 さ れ な が ら も 上 位 に 構 成 さ れ て い る の は ， 障 害 領 域 や 各

種 疾 患 ， 病 期 な ど の 特 徴 に 対 応 す る た め の 高 い 専 門 性 が 必 要

と さ れ る か ら で あ る ．  

こ れ ら を 踏 ま え る と ，本 研 究 に お け る 生 活 期 O T R の コ ン ピ

テ ン シ ー と は ，< 専 門 的 コ ン ピ テ ン シ ー > に 相 当 す る も の と 考

え ら れ る ． そ の 〈 背 景 〉 に は ， ま ず ， 我 々 O T R に は 遵 守 す べ

き 本 邦 の 「 理 学 療 法 士 及 び 作 業 療 法 士 法 」 が 挙 げ ら れ る ． 続

い て ， 現 在 の 社 会 背 景 と し て ， 超 高 齢 社 会 に 対 応 す る た め の

医 療 保 険 制 度 や 介 護 保 険 制 度 な ど の 諸 制 度 ， お よ び 政 策 と し

て 推 進 さ れ て い る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 な ど が 含 ま れ

る ． O T R は こ れ ら の 背 景 を 考 慮 し た う え で ， C L が 暮 ら す 自

宅 や 施 設 と い う ＜ 環 境 ＞ で 作 業 療 法 を 実 践 す る こ と が 求 め ら

れ る .   

一 方 ， 現 状 で は 本 邦 に お け る O T R の < 一 般 的 コ ン ピ テ ン シ

ー > が 明 示 さ れ て い な い た め ， 今 回 同 定 さ れ た 6 8 項 目 は ， あ

く ま で 生 活 期 O T R に 必 要 な コ ン ピ テ ン シ ー と し て 採 用 さ れ

た に 過 ぎ な い ． 今 後 ， 生 活 期 O T R の < 専 門 的 コ ン ピ テ ン シ ー

> と し て 明 確 に し て い く た め に は ，本 邦 の < 一 般 的 コ ン ピ テ ン

シ ー > を 同 時 に 検 討 す る 必 要 が あ る .  
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本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

 

本 研 究 は ， 対 象 者 の 選 定 に 縁 故 法 を 含 め た 有 意 抽 出 法 を 用

い た こ と に よ る ， 何 ら か の バ イ ア ス が 生 じ た 可 能 性 が あ り ，

全 国 の 生 活 期 O T R の 意 見 を 十 分 に 反 映 で き た も の で は な い ．

今 後 の 課 題 は ，O T R の 地 域 生 活 支 援 ス キ ル 向 上 の 一 助 と す る

た め の 評 価 尺 度 の 開 発 に 繋 げ る た め ， 本 コ ン ピ テ ン シ ー 項 目

の 因 子 構 造 を 明 ら か に し ， 信 頼 性 お よ び 構 成 概 念 妥 当 性 の 検

討 を 行 う 必 要 が あ る ．  
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表 １  第 1 次 調 査 対 象 者 の 基 本 属 性  ( n = 6 )  

 

表 2   第 2 次 調 査 か ら 第 4 次 調 査 対 象 者 の 基 本 属 性 （ n = 5 2 ）  

 

 

 

性別
年齢

(歳)

OTR経験

(年)

生活期OTR

経験　(年)
所属分類 MTDLP 学術論文 講師経験

Ａ 男性 36 14 14 訪問看護ステーション 実践者 なし あり

Ｂ 男性 41 15 8 回復期リハビリテーション病院 実践者 あり あり

Ｃ 男性 44 23 15 診療所 実践者 あり あり

Ｄ 男性 44 18 5 養成校教員 実践者 あり あり

Ｅ 男性 39 11 9 介護老人保健施設 未受講者 あり あり

Ｆ 男性 47 16 8 養成校教員 熟練者 あり あり

OTR ： 作業療法士， MTDLP ： 生活行為向上マネジメント，　実践者 ： 実践者研修修了者

性別 （名）

平均年齢  (歳)

OTR経験  (年)

生活期OTR経験 （年）

在勤地 （名）

所属分類 （名）  介護老人保健施設 18

 訪問看護ステーション 8

 病院 11

 診療所 2

 養成校教員 8

 その他 5

MTDLP （名）  熟練者 15

 実践者研修修了者 9

 基礎研修修了者 19

 未受講者 9

学会発表 （名）  あり 45

 なし 7

学術論文 （名）  あり 22

 なし 30

講師経験 （名）  あり 38

 なし 14

OTR：作業療法士，MTDLP：生活行為向上マネジメント

 福島 5，茨城 1，埼玉 2，千葉 2，東京 18，神奈川 1，新潟 1，石川 1，福井 3，

 岐阜 4，静岡 1，京都 1，大阪 2，広島 3，山口 1，佐賀 1，長崎 3，沖縄 2

男性 36   女性 16

39.6±8.7

15.8±8.2

9.9±5.1
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表 ４  第 1 次 調 査 の 分 析 例  （【 C L を 中 心 と し た チ ー ム 作 り  [ 家 族

と の 繋 が り の 形 成 ] 】）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コード WFOT
小カテゴリ

（コンピテンシー項目）

サブ

カテゴリ
カテゴリ

 CLの自宅に自然と入ることができる

 CLの自宅に抵抗感なく入ることができる

 自宅という空間で違和感・不快感という存在にならない

 CLができたことを家族と共に振り返る

 CLのリハビリ場面を話題にして家族との会話を発展させる

 家族の思いやニーズを引き出す

 家族の本音を聞き情報収集をする

 家族の思いは，自宅と病院で表出が異なることを知っている

 家族に対して作業療法の説明をする

 家族を情報提供者のような，ただの背景因子とする捉え方をしない

 CLは家族に支えられていることを知っている

 認知症初期チームのようにCLは本人だけではないため家族とも

 協業する

 家族の介護負担感の視点をもつ

 CLの夜間の状態で悩む家族への対応を考える

 家族と関係性を構築するために，自然と話しかけられる存在になる
 家族から自然と話しかけ

られるような存在になる

 CL：クライエント

 

専

門

職

と

し

て

の

関

係

づ

く

り

 抵抗感をもたずに自然と

 CLの自宅に入る

 

家

族

と

の

繋

が

り

の

形

成

 

C

L

を

中

心

と

し

た

チ

ー

ム

作

り

 CLができたことを在宅

 生活に般化できるよう

 家族と共に振り返る

 家族の思いやニーズを

 確認する

 家族と協業できるよう

 分かりやすい説明をする

 家族の夜間における

 介護負担感も考慮する
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図 ２  コ ン ピ テ ン シ ー 構 成 要 素  

文 献 6 ） よ り 一 部 改 変  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

文   献  

 

1 ) 厚 生 労 働 省：高 齢 者 の 地 域 に お け る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の

新 た な 在 り 方 検 討 会 報 告 書 .  h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / f i l e /

0 5 - S h i n g i k a i - 1 2 3 0 1 0 0 0 - R o u k e n k y o k u - S o u m u k a / 0 0 0 0 0 8 1 9

0 0 . p d f （ 参 照 2 0 1 5 - 1 2 - 2 8 ） .  

2 ) 日 本 作 業 療 法 士 協 会 : 第 二 次 作 業 療 法 5 カ 年 戦 略 ( 2 0 1 3 - 2 0

1 7 ) .  h t t p : / / w w w . j a o t . o r . j p / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 1 4 / 1 0

/ 2 n d - 5 y e a r - s t r a t e g y . p d f  ( 参 照 2 0 1 5 - 6 - 1 ) ．  

3 ) 大 越 満：訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 実 践 に 必 要 な 2 つ の こ

と ． 北 海 道 作 業 療 法 3 0 ( 1 ) ： 3 2 - 3 7 ， 2 0 1 3 ．  

4 ) 望 月 マ リ 子 , 吉 川 ひ ろ み ： 訪 問 作 業 療 法 に お け る 作 業 に 焦

点 を 当 て た 実 践 促 進 に 関 す る 研 究 − 研 修 プ ロ グ ラ ム を 通

し て − ． 作 業 療 法 3 2 ( 4 ) ： 3 6 7 - 3 7 3 ， 2 0 1 3 .  

5 ) 澤 田 辰 徳 , 建 木 健 , 藤 田 さ よ り , 小 川 真 寛：一 般 市 民 に お け る

「 作 業 療 法 」，「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 に つ い て の 認 知 度 調

査 ． 作 業 療 法 3 0 ( 2 ) ： 1 6 7 - 1 7 8 ， 2 0 1 1 .  

6 ) W O R L D  F E D E R A T I O N  O F  O C C U P A T I O N A L  T H E R A P

I S T S .  E N T R Y  L E V E L  C O M P E T E N C I E S  F O R  O C C U P A -

T I O N A L  T H E R A P I S T S .  h t t p : / / w w w . w f o t . o r g / w f o t 2 0 1 4 /

p d f / E n t r y _ L e v e l _ C o m p e t e n c i e s _ D r a f t . p d f （ a c c e s s e d  2 0 1

5 - 1 - 1 7 ） .  

7 ) 日 本 作 業 療 法 士 協 会 : 作 業 療 法 ガ イ ド ラ イ ン 実 践 指 針（ 2 0 1

3 年 度 版 ） .  h t t p : / / w w w . j a o t . o r . j p / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2

0 1 5 / 1 0 / O T g u i d e l i n e 2 0 1 3 - p r a c t i c e . p d f  ( 参 照 2 0 1 8 - 5 - 2 0 ) .  

8 ) O c c u p a t i o n a l  T h e r a p y  A u s t r a l i a ： A u s t r a l i a n  M i n i m u m  

C o m p e t e n c y  S t a n d a r d s  f o r  N e w  G r a d u a t e  O c c u p a t i o n a l

T h e r a p i s t s  ( A C S O T )  2 0 1 0 .  h t t p s : / / w w w . o t a u s . c o m . a u / s

i t e b u i l d e r / a b o u t u s / k n o w l e d g e / a s s e t / f i l e s / 1 6 / a u s t r a l i a n _

m i n i m u m _ c o m p e t e n c y _ s t a n d a r d s _ f o r _ n e w _ g r a d _ o c c u p a t i



24 

 

o n a l _ t h e r a p i s t s . p d f  （ a c c e s s e d  2 0 1 5 - 1 - 1 7 ） .   

9 ) P o p e  C ,  M a y s  N ( 大 滝 純 司 ・ 監 訳 ）： 質 的 研 究 実 践 ガ イ ド

医 学 書 院 ， 2 0 0 1 ， p p . 4 4 - 5 3 .  

1 0 ) 曾 田 玉 美 ，山 田 孝 ： 作 業 療 法 部 門 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 項

目 の 検 討 − 作 業 療 法 部 門 管 理 者 の 考 え る リ ス ク マ ネ ジ メ

ン ト 項 目 − ． 作 業 療 法 2 6 ( 2 ) ： 1 3 1 - 1 4 3 ， 2 0 0 7 ．  

1 1 ) B e n n e r  P  ( 井 部 俊 子・監 訳 )：ベ ナ ー 看 護 論  新 訳 版 − 初 心

者 か ら 達 人 へ ― ． 医 学 書 院 ,  2 0 0 5 ， p p . 1 - 3 2 ．   

1 2 ) 日 本 作 業 療 法 士 協 会 : 介 護 予 防 の 取 り 組 み ． 作 業 療 法 に 関

わ る 制 度 .  h t t p : / / w w w . j a o t . o r . j p / o t s y s t e m / k a i g o y o b o u . h t

m l （ 参 照 2 0 1 5 - 1 - 1 7 ）．  

1 3 ) H a s s o n  F ,  K e e n e y  S ,  M c k e n n a  H：R e s e a r c h  g u i d e l i n e s  

f o r  t h e  D e l p h i  s u r v e y  t e c h n i q u e .  J  A d v  N u r s , 3 2 ( 4 )： 1 0

0 8 - 1 0 1 5 ， 2 0 0 0 .  

1 4 ) 佐 藤 郁 哉 ： 質 的 デ ー タ 分 析 法 − 原 理 ・ 方 法 ・ 実 践 − .  新 曜

社 ， 2 0 1 4 ， p p . 9 1 - 1 0 9 ．  

1 5 ) K e e n e y  S ,  H a s s o n  F ,  M c k e n n a  H ： C o n s u l t i n g  t h e  o r a c l e :  

T e n  l e s s o n s  f r o m  u s i n g  t h e  D e l p h i  t e c h n i q u e  i n  n u r s i n g  

r e s e a r c h ,  J  A d v  N u r s , 5 3 ( 2 ) ： 2 0 5 - 2 1 2 ， 2 0 0 6 .  

1 6 ) 小 川 恵 子 ・ 編 集 ： 地 域 作 業 療 法 学 （ 標 準 作 業 療 法 学  専 門

分 野 ）． 医 学 書 院 ， 2 0 0 8 ， p p . 1 0 - 9 5 .  

1 7 ) C h r i s t i a n s e n  C H ,  B a u m  C M ,  B a s s  J D： I n t e r v e n t i o n s  a -

n d  o u t c o m e s  t h e  P e r s o n - E n v i r o n m e n t - o c c u p a t i o n - P e r f -

o r m a n c e  ( P E O P )  o c c u p a t i o n a l  t h e r a p y  p r o c e s s .  O c c u p -

a t i o n a l  T h e r a p y ： P e r f o r m a n c e ,  P a r t i c i p a t i o n ,  a n d  w e l l -

b e i n g  4 t h  e d i t i o n ,  S L A C K ,  N e w  J e r s e y ,  2 0 1 4 ,  p p . 5 7 - 7

9 .  

1 8 ) 中 村  洋 ： ヘ ル ス ケ ア 分 野 に お け る 多 職 種 ・ 多 機 能 間 連 携

の 促 進 な ら び に 阻 害 要 因 へ の 対 応 − 構 造 的 ミ ス マ ッ チ と

多 様 性 の マ ネ ジ メ ン ト な ら び に 連 携 と 健 全 経 営 と の 共 進



25 

 

的 発 展 − ． 医 療 と 社 会 2 2 ( 4 ) ： 3 2 9 - 3 4 2 ， 2 0 1 3 ．  

1 9 ) 宇 佐 美 好 洋 ， 小 川 恵 子 ， 西 田 裕 介 ， 小 林 隆 司 ： 特 別 養 護 老

人 ホ ー ム に お け る 作 業 療 法 士 と 介 護 職 の 「 情 報 の 共 有 化 」

に 関 す る 認 識 ． 作 業 療 法 3 6 ( 2 ) ： 1 7 0 - 1 8 2 ， 2 0 1 7 .  

2 0 ) 日 本 作 業 療 法 士 協 会 ： 作 業 療 法 士 の 職 業 倫 理 指 針 . h t t p : / /

w w w . j a o t . o r . j p / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 1 0 / 0 8 / s h o k u g y o r i

n r i s h i s h i n . p d f （ 参 照 2 0 1 5 - 1 - 1 7 ）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

A b s t r a c t  

 

T h i s  s t u d y  c l a r i f i e d  t h e  e x p e c t e d  c o m p e t e n c i e s  o f  

o c c u p a t i o n a l  t h e r a p i s t s  w o r k i n g  i n  t h e  c o m m u n i t y  f o r  e l d e r l y  

p e r s o n s  w i t h  c h r o n i c  p h a s e  d i s e a s e .  I n  o r d e r  t o  r e v e a l  t h e  

c o m p e t e n c i e s ,  f o u r  r o u n d s  o f  t h e  D e l p h i  t e c h n i q u e  w e r e  

c a r r i e d  o u t  o n  e x p e r t  p a n e l i s t s  i n  J a p a n .  I n  r o u n d  1 ,  a  l i s t  o f  

6 4  c o m p e t e n c i e s  w e r e  i n i t i a l l y  p r e p a r e d  a n d  t h e  

c o m p e t e n c i e s  w e r e  s u b d i v i d e d  i n t o  s e v e n  c a t e g o r i e s :   

” p r o f e s s i o n a l  a t t i t u d e  a n d  b e h a v i o r ” ,  “ d e v e l o p m e n t  o f    

c l i e n t / f a m i l y - c e n t e r e d  r e l a t i o n s h i p s ” ,  ” c l i e n t - c e n t e r e d  a n d  

e v i d e n c e - b a s e d  p r a c t i c e ” ,  ” r i s k  m a n a g e m e n t ” ,  “ m a n a g e m e n t  

o f  d a i l y  w o r k ” ,  “ c o m m u n i t y - b a s e d  p r a c t i c e ” ,  a n d  “ c o n t i n u i n g  

p r o f e s s i o n a l  d e v e l o p m e n t  i n  t h e  c o m m u n i t y ” .  A f t e r  r o u n d  2 ,  

c o n t e n t  v a l i d i t y  w a s  c o n f i r m e d  f r o m  t h e  m e d i a n  a n d  

i n t e r q u a r t i l e  r a n g e .  F i n a l l y ,  t h e  6 8  c o m p e t e n c i e s  w e r e  

r e a c h e d  b y  c o n s e n s u s  t h r o u g h  t h e  D e l p h i  t e c h n i q u e .  

 

K e y  w o r d s :  O c c u p a t i o n a l  t h e r a p i s t s ， C o m p e t e n c y ,  E l d e r l y  

a d u l t s ， C h r o n i c  p h a s e ， C o m m u n i t y  


